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漢字テスト @ 

空欄に一字挿入を試みよ , 

► 飲馬食 
►初志 徹 

•1 阴 22 日 : 日_催鑄 

身障者スポーツ大会 

ところ : 市民 体育館とき ： n 
※ 洋 L 〈は e#2mB5i5 


S からねところに，もぅ秋らしい足 ff 
が»|こえてきた?節。今回登3?いただい 
たのは•柴崎2 丁目に「束陶庚」のァトリ 
H を構える PV 1 芸家 •* 由山さん•始めは、 
陶兹とは無！£の道を少んでいた-「この 
世界に入つていく荊は、宵大 T . t してそ 
の技を磨いていましてね*これが後に役 
に立つとは思つてもみなかつた/戦後. 
陶芸の世界に進む■幸いにも帟滑•刃彫 
帥•牛 ft - 陶氏に学ぶことが出 
き•朿氏の持つ形りのダィナミ 
ックさと辗細な表5 f が»きあげ 
られていつた。「おかげで，ハ7 
ィ大学や裨国へ•その技を伝え 
ることが出きました。また、歴511 
のぁる«国からも色々と学んできま1た」*と'その陶 
劳に W ける意欲に6:えをみせね柬 er 立川をはじめ、 
各地へ出向き、惜しみなくその技を披 S している。 





^ ¢1 「向郷逢跡」(錦町) 
J クイス ■ をご£ですか。四 
千年前の®文び t の住 i いの跡ですが、そこから出土 
した滑打 si のペンダント。実はこれ、ある{玉石の模造品 • 
本物 U 萵 M で手が出ないのでせめて n ピーでも、とい 
ぅ昔ら今 t 変らない人の心ですが*さて'その宝石は…。 
①ダィヤモンド ® 紫水 Hnll ③ひすい 

(9 月号の答〕 ❸ 

5ワットの%灯ーケ cr 分の料金が n 収の肀分以上- 
今日では考ぇられなぃ-»$氣代」デシタ。 


HSS 寒 

•門に 热点をあてて立川を狭めま 
すと、あるわ、あるわ。写真*び 
にひと苦労' 久しぶりに成しい« 
雄です。 • 「名 nj はたくさんあ 
りますが、 I つの象徴として立川 
高校の「校門」に登場 L ていただ 
きました。校門に紀されている学 
校名は今日でも「立川高等爭校」 
で、一時代前なら「本字」といわ 
れていた文字。そこはかとなく歴 
史が ® じられ、さすがあ「名 nj の 
風格です ■•本物の 「名門」出# 
の方は「名門風」を吹かせないも 
のらしいです。本誌！ Jlfea もまた 
「名門風」など吹かせたことは I 
*もございません。もつとも335 
生邡の場へ！：は，吹かせょぅに k 
どこを探しても「風の素」が見つ 
からないんです ••きの ふ去〇 
けふ来たり水えくてびあん • 

<繼軀】石9败)|小/»|知乎1:山溻+限|'|» 

山田*子中杓始*#沢£仏.*田 i * 子 
；^犮與«1|«|9)|0田 sit 
スタジ彳 ？6 9 技 , 1 »||° 本多 «| 



え<てびあん 

エア ■メ —ル 
■ボツ クス 


5 n 25 nl : 出発した北欧册衫嵌行もすでに 
1力月以上が«ざて L まいま L た"いまスカ 
ンジナビアは ft 夜のまつただなかです。 

私ごとですが、 4 t 欧には r ## の思ぃ出」 
がありまして、20代の時にョーロッバ旅行を 
I て、 n ペンハ—ゲンを中心に歩きまわつて 
いるぅちに然と人 
閲との洞和に慼勤し 
たことが幾«もあり、 

その後、私が M 物； 

典家として活 $ i ; する 
よぅになつた、その 
奥にはやはり「北欧 
阼があつたこと 
は確かです。今回 U 
また白&を s » 喫させ 
てもらいました。 

r えくてびあん」さんから紹介していただ 
いた牌沢俊樹氏{ストックホルム在住の@1家) 
には I 方ならぬお tfr 话になつております。ご 
自宅にも长い問、泊めていただき後釤旅行に 







必 * な手統今/人材の Si 介など本^一に至れり 
尽くせりで，こちらが恐縮する程です。 

ストックホルムで準墒が整うと' ノ—ルウ 
をどんどん北上して*北梅 la をこえて • 
ラッブランドに入りました•この問、トナカ 
ィ，ムース(へらじか》や野兎、りす•味、 
ニシツノメドリ，ウミガラスなどの撖釤をつ 
づけ*風 ft ではやはりノ —ルウ H I の7ィヨ 
ルドが圧卷で、思わずシヤッタ—を押してし 
まう光！ jmc 何度も出会いま I た。 

▼ それにしてもラッブラ 
ンドでのモスキ—卜{蚊> 
の大群<:は参りました- 
曳用のスブレーで皮. W を 
保薄しても、その上から 
悠然と剌 L てゆくのです 
から*もう手のうちょう 
がありません。 

それに、若い時のょう 
に体がいうことをさいて 
いうことも痛 S しております。 t 
つとも' はじめて北欧を旅したのはもう22年 
前のことですから*当り前のことかも知れま 
せん。あと 1 ガ月くらい II 張 C て婦国します0 
立川での#会をたのしみに。 < 6 /30> 
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, ' i な—、办た知 A %4 iw fl た 

纏 U ミ1 

くれないというこ L 


8 n 27 R •広 fe 市で W かれた第十 
二回全日本おかあさん n I ラス全111 
大会に出場した「ボーチェ•たちかゎ」 
がおかあさん n 1ラス人会賞を受竹 
した。代表の林みち子さん <铭町 n さ 
すがは全闺大会。みんな歌のうまさ 
は勿論ですが、衣装や"ふり，などの 
演出がすごい。でも私たちは•软，で 
熱 «1#1 チェちかわ」 勝 a しょう 
— C ヒロシマ つて J 生 
« 命歌う こと だけ 
に集中したんです* 
お蔭さまで «:々と 
耿つたのがょかつ 
たという評をいた 
だき i して。また 
次のチヤンスめざ 
I て蛾張ります J 。 



立川署 • 數道の部で 照〇つく日 
みごと®» 差しの中 • 

第6511 :? f 視庁柔道•判道大会 (S 视 
庁主«)が»视庁の武逍館(轲冬場> 
で rr われた。立川*からも MW 7 段 
を監«とし、13の 
勇±が*いたずさ 
ぇ出場。 A : fe など 
禽め100*ちかいチ 
丨ムがブ d ックご 
とに分かれ'^-*: 

1»•!: 谷•池袋と 

勝ち進んでいくにつれ •» チ—ム* 

まじい i \ 迫。いよいよ決勝。迎える 

は強®の西新并罟。死 H の末みごと 

«勝の栄を手にい n た"「つくづく* 

終るまで f はわからないね 」- ogmiir 



9月3口，二中北側の肫 

時駐車椹で1総合防災 EIII 練」 

が実施された"午# i 9時、 

^^に爽«6の液下§地娓 

が起きたという想定で、讷 

火調練、ぼ®!枚速 all ! 練など 

さまざまな訪練が行われ/: 

サイレンが嗅ると同時にか 



C 孑9出 C ■本ユ袍3职« 
•409? 「馮 - ifJ * 尊 S 

$^0 

At.r p Yr 〇ぉ 


んの用£が L てございます。 
■立 川市民(成人> に限らせ 
て®きます** 

■お申し込みは「えくてびあ 
ん•コンパニオン」{本 S . を手 
渡してくれた人)へ。 




. 0 ^ a んだ空 ft 、 #い空，い！ 
縱縱篇が一年中で 一 s ^ ゃかな?節 
です•美食の秋 •* 術の秋 • 
スポーツの秋。充実した拇 H 
の忙しさの中にもふ と， 足を 
止めてみたい日も。今 n は 
かな」典如矩へ•どうぞ。 


■日時 ] 0 n 21 日出 

午後3時〜5時 
■御本尊， K 如 宝物館をはじ 
めと I て映画など® り だ<さ 



義箱 

發震 

趙發雄 
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ま00はやつば〇 典訪まつ 
"ユカタ“です りで1«いた 

のは人問サマばかりではありません • 
ユカタ姿もあでやかなのは曙町一丁 
日，岩柳さん宅の愛娘'ン—ズー犬の 
桃 r 馆"連れ添ぅは夫 fl ケンちやん。 
こちらは金太郎の收がけにパツチ、 
とキメているので 
すが I いかんせん 
.与與に映らない* 
，なせなところを 
ご&いただけず残 
念、とはケンちやん 
のつぶやき* 26 日， 
突埼町2丁目で • 

雨がなんだ—風がナンダ— 台風とは 
*つりは気合11: ちあわせし 
た今年の立川葙访まつり，催しの中 
には中止*^少 t なつたものも。し 
かし •27 H •南 U で四基の神輿が宮出 
しをしたのをはじめ，北口，谢卩それ 
ぞれにいくつ t の町会が風雨をついて 
神 g : を出した◊吹きつ It る雨をものと 
•〇せず「セィヤ！ 
セィヤ！ J と町内 
を練る神®に沿 is 
の入たちもぬれな 
がらの応揉。热氕 
と^合の*紡まつ 
りで I た" 

ミス立川も熱く 诹訪まつり 
「民謡流し H り J にあわせて 
行われた rK;.<!f 流し illii り」( 8 ^: 26H - 

I :进ばれた、付松さん•武藤さん • 
川端さんが明るく苹をそぇた**街* 
に赞きわたる W 始の合図と t もに. 

» 木 ||1长.商7.会議所.*«会傾の乘 

つた才—プンカ— 

が、111民の ff つ n 

丨スへと進んでい 

った•多-^な«代 

女住ら— I く*ミス 

立川も ft く#をお 

どらせていた。 




けつけた* S 町の原田君(小 

学5年生)、「起孩率に乘っ 

て、すごく描れたけどおも 

しろかつた。学校でも避雖 

訓練をするけど、並一段の^ 

練が大¥なんだつて/炊き 

出しの非常食をおいしそう 

に食べながら話してくれた • 


滴爽の乙女達 なにやら、 
頂上に立つ 裏山を發& 

かのょぅに-1 n ヤ 
力な笑顔で立川を 
出発した，立川女 
子商山岳部の面々。 
15*1 も氷ともつか 
ぬ悪天^のなか， 
ネパ—ル•ヒマラ 
ヤチユル—南來峰 
<六、四〇0バ>アタックに成功1た。 
いけど t いけども. a えね Iflh •そし 
て歩くこと2遇問) r 20 ilr 先に*あれ 
が項ヒだ*と間ぃた時は何ともぃぇ 
ね軎びで、ジワアツときちやいまし 
た」 t 副隊長の桃 # さん•長い練習 
のなかで宵まれた心と心の絆が、み 
ごと来踏の山2甩に結んでいつた。 


n 本で一*新 I ぃ 
♦祭り*が • 8月 
20日立川に生れた。 
呼び名も*ょいと 
祭り▲と•綷に付 
けられ*前日には 

70 年ぶりに里帰り 

した山卓(砂川地 
立川の香りをここに 城<:以的ぁ 

嫌よいと祭 Oa たつた山車) 

が立川の街^^横に練〇、20日には昭 

和 :1(!念公 fflu 集った5万人の«衆が 

各地の祭〇を iK 喫“さら<:、11基の 

担ぐ万灯御輿が立川人の燃ぇる心に、 

熱くふるさとへの思いを伝えた。古 

い醑史を持つ立川、出来たばか〇の 

祭りではあるが、庇きにわたる： m い 

知れ IQ 庶民文化の土台があるようだ。 
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なぜか懐かし 

い立置景色 


街に涼凪がふくよ 
うにな りました。 あ 
んなに * かつた日々 
がうそのようです。 
それにし ましても 今 
年の夏、いろいろあ 
りました。ほら、こ 

んなに ••• 
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老鶬といい■雇の靈みという〇そ 
れも3代つづけば霣リ尽くせない 
物*があろう。この街にも沈*し 
て鋒かなる物■のかずかずがそこ 
ここに嫌されている u 


無言で伝える「仁術」の真髄 


井上産孀人科 if 了皂 

大正12年两衮“枋代は II 家の跡 
取り，家督を«||0苦学して8師に* 
貧しい家からは治療0をとらなか 
った。砂川へ馬で往鈐にゆくその 
あとを自紜車でついて歩いた少午 
の：2の2代 目 ♦凍てつく夜史け、 
提灯をつけて患者のもとへ急ぐ父 
の姿に「厌術」の真«|をみてとり 
自から厌钟の进へ雙だ〇 3人の子 
に後をつぐょラに3<>たことは一 
度もない。が，みな侏帥に"受け 
継がれてゆく" IM の心/である。 



「子供たちは松のやり方を古いというんですよ «•が父のやり方を古いと®つたようにね。でも、それでいい.典のす 
る二とに移.0していてはいけない，箱メ.ていかなけれ“ J と SE 土さん. n もしい3代目たちに囲簟れて. 















